
平成 31年度使用教科用図書 答申資料 

        

大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

道 徳 東書（東京書籍株式会社） 

総 評 

巻末に自分用のホワイトボードが取り上げられ、話し合い活動や、書くことで

生徒自身が自分の意見を発表する活動への充実するよう工夫されている。また、

心情円も取り上げられており、話すことや書くことに支援や配慮を要する生徒に

も、意見や気持ちの表現ができるよう工夫されている。さらに年度末の振り返り

だけでなく、テーマごとの振り返りもできるようになっており、生徒自身が学び

を深めることができるよう配慮されている。一方、30編の教材以外を付録として

取り扱っているため、選択の幅が少なく配慮を要する。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ ３学年とも巻末に日本地図と、各都道府県の伝統芸能や郷土料理などの教材

が付録として掲載されており、我が国のことを考えるきっかけとなるよう工夫

されている。 ⑧ 

○ 失って初めてその大切さに気づかせるのではなく、生命を懸命に生きること、

未来につなげることを深く考えることにより「生命の尊さ」について考えを巡

らせるよう工夫されている。 ⑪ 

○ ３年間を通じて、発達段階に応じたインクルーシブ教育推進に配慮された教

材が取り上げられている。 ⑫ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 文章だけでなく、自然の写真を豊富に掲載し、生徒の自然に対する意識を引

き出すよう工夫されている。 ④ 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ ３年間を通じて、目次のページから「いじめ」の文言を明記している。また、

各学年２編の教材を取り上げ、今回の改定の意図を明確に示すことで、生徒の

みでなく教員へも意識づけるよう工夫されている。 ② 

○ ３年間を通じて同じテーマで情報モラルに関する教材を掲載することで、一

貫した思考で深める配慮と工夫がされている。 ⑪ 

○ 教材が現代的課題ごとに分類されていて、考えやすくなっている。 ⑭ 

４ 外的要素 

に関する観点 

○ 行間や文字同士の間隔も広くなっており、読みやすいよう工夫されている。   

  ① 

５ 構成・配列 

に関する観点 

○ すべての項目が等しく取り上げられており、偏りがない。 ① 

○ 教科書内に参考資料やワークシートが豊富に掲載されており、道徳の授業以

外の時間でも使用できるよう工夫されている。 ③ 

６ 資料その他 

に関する観点 

○ 各教材のタイトルの下に、内容と合致するマンガのキャラクターのセリフが

掲載されており、生徒の興味関心を引き出すよう工夫されている。 ② 

○ 生徒が考えたことをすぐに書き留められるように、メモスペース「つぶやき」

が設けられている。 ② 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 行動を求め、思考を方向づけてしまい、生徒の判断力を養ううえで配慮を要

する。 ③ 

○ 大阪に関する教材があまり取り上げられていない。 ⑧ 

２ 教育基本法 ○ 特になし。 

３ 学習指導要領 
○ 教材の最後に「考えてみよう」があることで、生徒の思考の方向づけがなさ

れ、多様な思考をはぐくむ上で課題がある。 ⑰ 

４ 外的要素 ○ 教科書の判型がやや大きい。① 

５ 構成・配列 
○ ワークシートは豊富に掲載されてはいるが、生徒一人ひとりが深く考える内

容というよりは、行動の善悪を問う傾向が強いため、配慮を要する。 ③ 

６ 資料その他 

○ 教科書に掲載されている教材は、全部で 30編となっており、残りを付録とし

て５編の扱いとなっているため、授業者や学校の実態（学校の重点目標の深化

など）に合わせた選択に配慮を要する。 ① 

本年度の 
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                        大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

 

道 徳 学図（学校図書株式会社） 

総 評 

社会に生きる人間の多様性を前程とし、自身が参加する地域社会における社会

的活動がどのようなものであるかを認識する等、生徒一人ひとりが、道徳的な諸

価値に触れる中で問題解決の力をはぐくむことができるよう工夫されている。ま

た、話し合いを道徳の授業の核にとらえ、各教材の最後にある「心の扉」で、コ

ラムやデータなどの資料を取り上げて学習活動に取り組むことができるよう配慮

されている。さらに、長期休暇前には、「学びの記録」により学期で学んだ事柄を

振り返ることができる配慮がなされている。一方、「振り返ろう」「学びの記録」

の取扱いに配慮を要する。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ 自身が参加する地域社会における社会的活動がどのようなものであるかを認

識し、その意義について深く考え、将来の主権者としての自覚を持たせるよう

工夫されている。 ③⑤ 

○ 国際社会や地球規模のレベルでの日本人の実績や取組みを通して、将来国際

人としてどうあるかを深く考えるよう配慮されている。 ⑦ 

○ 命の尊厳とよりよく生きる喜びとを関連させ、他者への理解や思いやりにつ

いて考えを深めることができるよう工夫されている。 ⑪ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 社会における共生や共存を中心に据え、将来の社会建設について考えを深め

ることができるよう工夫されている。 ③ 

○ 自然の存在の中で生きる在り方や諸活動について考えを深めるよう配慮され

ている。 ④ 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ 「いじめ」に関しては、いじめを許さない観点と起こさない観点を、内容項

目の公平、公正な社会正義と友情、信頼を中心に多面的に捉えられている。  

⑤⑥  

○ 自然現象や社会事象をとおして、自然の素晴らしさ、動物とのかかわりの中

で、生きることから感得する出会いや自然の尊さを考えさせることができるよ

う工夫されている。 ⑦ 

○ 各単元末に「心の扉」として、学習したことをさらに考え、深め、判断し、

表現できるよう配慮されている。 ⑧⑨ 

４ 外的要素 

に関する観点 

○ 色づかいやフォントはユニバーサル・デザインを採用されている。 ①③ 

○ さし絵やイラストは、色づかいが配慮されている。 ③ 

５ 構成・配列 

に関する観点 

○ 読み物、話し合い、体験、問題解決の４つの学びに対応した学習ができるよ

う工夫されている。 ② 

６ 資料その他 

に関する観点 
○ ＩＣＴ機器の活用に対応し、デジタル教科書が用意されている。② 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 大阪に関する教材があまり取り上げられていない。 ⑧ 

○ インクルーシブ教育に関する項目が少ないので配慮を要する。 ⑫ 

２ 教育基本法 ○ 特になし。 

３ 学習指導要領 
○ 教材のはじめにテーマやねらいが提示され、教材を読んで考えを深めるうえ

で配慮を要する。 ⑬⑭ 

４ 外的要素 
○ 「振り返ろう」「学びの記録」に統一感がない。 ① 

○ 教科書の判型がやや大きい。 ①③ 

５ 構成・配列 ○ 考えるためのヒントが多く、深い思考に結びつかない可能性がある。 ① 

６ 資料その他 ○ 実在する製薬会社を想起させるさし絵が掲載されている。 ②  
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大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

 

道 徳 教出（教育出版株式会社） 

総 評 

 多くの教材が「導入の発問」・教材・「学びの道しるべ」の順の構成になってお

り、１時間の授業について、授業者も生徒も見通しを持って取り組みやすい。ま

た、「人との関わりに関すること」についての教材や先人に学ぶ教材を多く取り上

げられており、生徒には読めば内容を理解できる文章となっているものが多く、

道徳項目への理解を深めやすくなっている。一方、発達段階に応じた構成となる

ように適切な教材を選定しているが、30編の教材以外を補充教材として取り扱っ

ているため、選択の幅が少なく配慮を要する。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ 各学年に大阪や関西に関する教材を取り入れ、地域とのつながりを考えさせ

るよう配慮されている。 ⑧ 

○ 家族、友達、お年寄りなど、教材によって生活背景の多様な人物が登場し、

立場や考えの違う人に対しても思いやりを持つことについて考えることができ

るよう配慮されている。 ⑪ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 幅広い分野から知識を得られるような教材が多く、社会の一員として果たす

役割や仕事について考えられるよう工夫されている。 ①② 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ 各学年に友達関係やいじめに関する教材を取り入れている。またイラストや

漫画を使って生徒が人間関係について考えを深めやすいよう工夫されている。 

②⑤ 

○ 教材の初めに本時で考えるべきことを発問として提示しており、導入に利用

しやすい。また、教材の最後に「学びの道しるべ」として中心となる発問や考

えたい道徳的諸価値がまとめてあり、授業を進めやすい。 ⑧⑩ 

○ 生徒作文を取り上げており、同年代の意見により「生き方」についての考え

を深めることができるよう工夫されている。 ⑫ 

○ 発達段階に応じて重点的に学ぶ道徳の内容項目を変えて、１時間の授業後の

目標とする生徒の姿をイメージできるよう工夫されている。 ⑬ 

○ 震災や多文化共生、死刑制度、ドナーカードなど、現代的課題に対して考え

を深めることができる。 ⑭⑯ 

４ 外的要素 

に関する観点 

○ 各行にポイントが打たれており、行数が数えやすくなっている。また、文字

の大きさは適切で、カラーのさし絵は好感のもてるものが多い。 ①② 

５ 構成・配列 

に関する観点 

○ 年間行事を念頭にした教材の構成になっているため、１年間を見通して道徳

の授業を進めることができるよう工夫されている。 ③ 

６ 資料その他 

に関する観点 

○ まとめの枠があり、学年の締めくくりができるよう工夫されている。 ② 

○ 郷土の出身者の人生についての言葉から学ぶことができるよう工夫されてい

る。 ③ 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 教材を読めば生徒はどのように考え、答えるか分かるものが見られる。 ① 

○ インクルーシブ教育や情報モラルに関する教材があまり取り上げられていな

い。 ⑨⑫ 

２ 教育基本法 
○ 男女関係を考える教材について、発達段階に応じた内容として配慮を要する。     

  ③ 

３ 学習指導要領 
○ 自らの生き方を深められずに、読み取りで終わる可能性のある教材が見られ

る。 ⑭ 

４ 外的要素 ○ １年生には文字が小さい教材もある。 ① 

５ 構成・配列 
○ 30 の教材以外を補充教材として取り扱っており、年間計画を立てづらい。       

 ④ 

６ 資料その他 ○ さし絵の大きな資料が多く、教材を読むにあたり配慮を要する。 ② 
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道 徳 光村（光村図書出版株式会社） 

総 評 

 各教材に「学びのテーマ」「考える観点」「見方を変えて」が取り上げられ、多

くの教材をもとにして道徳的価値について共に考え、読み進めていくことができ

るよう工夫されている。また、各教材の初めに道徳の内容項目が示されており、

生徒にどのような力をつけさせるための教材なのかを把握したうえで、授業に取

り組むことができるよう配慮されている。さらに、多様な立場や考え方、多文化

共生などについての取組も、コラムに詳細な資料を載せる等、基本的なところか

ら考えていくことができ、生徒にとっても生き方について振り返るきっかけとな

るよう工夫されている。一方、１年生にしては字が小さく行間が狭い。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ 情報教育や多様な生き方や立場、個別の現代的課題について、コラムに詳細

な資料が載せてあるので分かりやすい。 ②⑦ 

○ 日本各地の偉人などを学ぶことができる教材が取り上げられている。 ⑧ 

○ 多様な生き方や立場について学ぶことのできる教材が多い。 ⑪⑫ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 生徒が親しみやすいように歌詞を活用し、豊かな情景と道徳心を培うことが

できるよう工夫されている。 ① 

○ 自然環境やボランティアの実例などを多く取り上げられている。 ④ 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ いじめ、社会参画、インクルーシブ教育、共生社会など、現代的な課題を取

り上げた教材を多く取り上げられている。 ②⑫⑭⑯ 

○ 教材の初めに道徳の内容項目が示されており、本時の目標が分かりやすい。

また終わりには「学びのテーマ」「考える観点」「見方を変えて」を載せている

ので、1時間の授業の流れをつかみやすくなっている。また、教材の最後に成長

の記録を記入できる「わたしの気づき」を載せており、道徳の授業で学んだこ

とを振り返ることができるよう工夫されている。  ③⑧ 

○ コラムや漫画などを活用し、よい人間関係のつくり方について学ぶことがで

きる教材が多く取り上げられている。 ⑤ 

○ 発達段階に応じて教材の重点や組み合わせを変え、生徒の成長を感じやすい

構成となっている。 ⑮ 

４ 外的要素 

に関する観点 

○ 表紙のイラストや写真の大きさや配色は落ち着いており、文章に集中しやす

く、親しみをもちやすい。 ①② 

５ 構成・配列 

に関する観点 
○ 小学校での教材を再掲し、考えを深めるように工夫されている。 ③④ 

６ 資料その他 

に関する観点 

○ コラムや「あなたへのメッセージ」「学びの記録」などの多くの資料により、

生徒が興味や知識を深めやすいよう工夫されている。② 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 「学びのテーマ」や多くの資料により考えが誘導され、多面的・多角的に考

えることに配慮を要する。また、３年「命と向き合う」では、自主的に考えさ

せることに配慮を要する。 ①③⑪ 

２ 教育基本法 ○ 特になし。 

３ 学習指導要領 

○ 「つなげよう」では、生徒が問題意識を持って多面的・多角的に考えること

に配慮を要する。 ④⑤⑥ 

○ 情報モラルに関する教材がやや少ない。 ⑥⑪ 

○ 写真によっては、多面的・多角的に考えを深めることに配慮を要する。 ⑰ 

４ 外的要素 ○ １年生にしては文字が小さく、行間が狭い。 ①③ 

５ 構成・配列 ○ 実施順について、内容項目の偏りに課題がある。 ③ 

６ 資料その他 
○ 写真などで本文が分断され、思考の集中を途切れさせてしまう可能性のある

教材がある。 ① 

        

大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 
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大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会                               

道 徳 日文（日本文教出版株式会社） 

総 評 

１年ではいじめの防止や人間関係の形成の教材を、２年では職場体験活動の関

連の教材を、３年では将来の準備となる教材を、年間を通して中学校生活への希

望・集団生活の向上・次学年への準備となるように文部科学省作成の教材や身近

な教材から配列するなど、中学校３年間の発達の段階を踏まえて、生徒が主体的

に取り組みやすいよう配慮されている。また、末尾に「考えてみよう」、「自分に

プラスワン」を配置し、授業者の授業展開を助ける工夫がされている。さらに、

教材と関連した内容を取り扱ったコラム「プラットホーム」において、自らが自

己の生き方に関して考え方を、より深い学びにつながるよう配慮されている。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ 国際社会で生き抜く力をはぐくむことができる教材を取り上げ、世界的視野

をもつことができるように工夫されている。 ⑦ 

○ 大阪だけでなく地域別教材を各学年に多く取り上げられている。 ⑧ 

○ 子どもが安心して成長できる安全な社会の実現に向けていじめと向き合う教

材が多く取り上げられている。また、いじめを直接的・間接的に扱った教材に

様々な指導内容を組み合わせて、集中的に学習できるよう工夫されている。 ⑨ 

○ 暮らしの中のマークやパラリンピック等の教材が取り上げられており、イン

クルーシブ教育システムの充実、推進につながる。 ⑫ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 我が国と郷土の伝統を尊重し、それをさらに発展させていこうとする態度が 

育成できる教材を多く取り上げられている。 ⑤ 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ 中学校３年間の発達の段階を踏まえて、キャリア教育のめあてに即した資料

を系統立てて配列されている。 ⑧ 

○ 資料と関連した内容を扱ったコラム「プラットホーム」を適宜掲載して生徒

自らが自己の生き方に関して考え方を広げ深められるよう配慮されている。⑧ 

○ 授業者が指導しやすいように冒頭には「主な登場人物」を、末尾には生徒の

議論を助ける発問例となる「考えてみよう」や「自分にプラスワン」を配置す

る工夫がなされている。また、分冊の「道徳ノート」では、資料ごとに自分の

生き方について考えを深められる「自分にプラスワン」の項目があり、生徒が

自ら考えたことを記入することで学びを積み重ねることができる。また、他者

から学んだことを書きとめることで言語活動が充実できるようにされている。

さらに、自己評価できる項目も工夫されている。 ⑨ 

○ SNS の危険性等情報モラルに関する指導内容が自由と責任等の視点で考えら

れるよう工夫されている。 ⑪ 

４ 外的要素 

に関する観点 
○ カラーユニバーサルデザインが採用されている。 ①②③ 

５ 構成・配列 

に関する観点 

○ 重要なテーマには教材とコラムを配置し、適切な時期にテーマと教材を配置

することで見通しを持って学習できるよう工夫されている。 ②③ 

６ 資料その他 

に関する観点 

○ 写真が多く、コラム「参考」があることで学習内容の理解を助けるよう工夫

されている。 ① 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 大阪に関する教材があまり取り上げられていない。 ⑧ 

○ 体験的な学習や問題解決的な学習に適した教材には「学習の進め方」が設け

られており、グループトークの学習形態が固定化されてしまう可能性がある。 

⑩ 

２ 教育基本法 ○ 特になし。 

３ 学習指導要領 
○ 生徒が興味を持ち、感動を覚える教材がやや少なく感じ、自分自身を見つめ

させるための工夫が必要である。 ⑭ 

４ 外的要素 ○ 特になし。 

５ 構成・配列 
○ タイトルの上にキーワードが示されており、思考が方向づけられしまう可能

性があるため、多様な見方、考え方のための工夫が必要である。 ③ 

６ 資料その他 
○ 教材の取扱いについて、配慮を要するものがある。 ① 

○ 教科書と別冊「道徳ノート」の開く方向が逆になっている。 ② 
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大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

道 徳 学研（株式会社学研教育みらい） 

総 評 

生徒が主体的に問題意識を持ち、他者との対話を大切にしながら自分自身を見

つめなおし、とらえなおすことに意識を持たせるよう工夫されている。また、教

材の最後に「クローズアップ」があり、広い視野から多面的・多角的に考え、人

間としての生き方を深めるために、特定の価値観や概念を理解させるのではなく、

生徒一人ひとりが考えを深められるよう配慮されている。さらに、巻頭ページに

て、４つのポイントが示されており、生徒が主体的に課題を発見し解決していく

力や能力を養うことに重点がおかれている。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ 生命の尊重や、ノーマライゼーションを扱う教材では、コラムなどにより、

生徒が感動を覚え、心豊かに生きることを考える態度を養うよう工夫されてい

る。 ⑤ 

○ いじめの防止については、SNS など身近な事案を考えさせ、情報モラルを具

体的な生活場面に合わせ、考えさせるよう工夫されている。 ⑪ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 「伝統と文化」の尊重、我が国の国際的な貢献を取り上げるとともに、他国

を尊重し、国際社会の発展に寄与するよう配慮されている。 ⑤ 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ 「自己肯定感」や「アンガー・マネージメント」などを取り上げ、読み物資

料の主人公の悩みや道徳的葛藤（モラル・ジレンマ）や他者理解といった事柄

を上げることで、生徒がより深く多面的・多角的に考えを深めることができる

ように配慮されている。 ④⑤⑥ 

○ 「読み物教材」の末には、「クローズアップ」として、さまざまな道徳的諸価

値を多面的・多角的に、生徒個々が考えを深めることができるよう配慮されて

いる。 ④⑤⑥⑦ 

○ 公共の精神に基づいて、主体的な社会形成に自ら参画する態度を養えるよう

に配慮されている。 ⑥ 

○ 我が国と郷土の伝統文化に触れる機会を与え、伝統と文化を尊重し、国を愛

する態度を養うよう配慮されている。 ⑥ 

○ 教材を読む前に内容項目やテーマを先に提示せず、生徒自身が課題意識を持

ちつつも、異なった考え方や意見を取り入れ、多様な観点から課題を意識する

よう工夫されている。 ⑨⑩ 

○ 「情報モラル」に関することは、各学年に複数の教材があり、SNS の利点や欠

点、それに関係するいじめの問題など幅広く取り上げられている。 ⑪  

４ 外的要素 

に関する観点 

○ 表紙イラストは、生徒に親しみやすい絵柄である。また、使用される文字は

程よい大きさ（ユニバーサルデザインフォント）で、さし絵なども取り入れ読

むのが苦手な生徒にも配慮されている。  ①②③ 

５ 構成・配列 

に関する観点 

○ 巻頭ページにて、問題や気になることを見つけ、資料を基に考え、話し合い、

生き方について深めるという４つのポイントが示されている。 ④ 

６ 資料その他 

に関する観点 

○ 日本各地に関連した資料が取り上げられている。大阪に関する教材について

も配慮されている。 ② 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 社会参画や公共に関する教材がやや少なく、地域社会で生きることや、自分

自身の社会的役割について考える項目では配慮を要する。 ⑤ 

２ 教育基本法 ○ 特になし。 

３ 学習指導要領 ○ 内容項目ごとの教材数にややばらつきがあり、配慮を要する。④⑤⑥⑦ 

４ 外的要素 ○ 教科書の判型が大きい。 ① 

５ 構成・配列 
○ 教材ごとの振り返りの問いが少なく、授業者が授業を進めにくい可能性があ

る。   ② 

６ 資料その他 ○ 特になし。 

本年度の 
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大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

道 徳 廣あかつき（廣済堂あかつき株式会社） 

総 評 

文部科学省教材の道徳教材として長く読み継がれてきた名作や感動教材等、多

様な教材が取り上げられており、生徒が読み取りやすいよう配慮されている。ま

た、各教材に「考える・話し合う」を設け、授業者にとっては授業展開の手助け

を生徒にとっては自らが主体的・対話的で深い学びができるよう工夫されている。

さらに、別冊「中学生の道徳ノート」では、教材ごとの振り返りとして使用する

よりも「自分を見つめ・考え・伸ばす」ことができ、道徳的価値について解説し

ている教科書とは独立した資料本として使用することで、さらなる深い学びにつ

ながるよう工夫されている。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ いじめ防止と関わりの深い内容項目「公正・公平・社会正義」だけでなく「友

情・信頼」「思いやり・感謝」「生命の尊さ」などの様々な道徳的価値の理解を

深めることを通して、いじめの防止につながる教材が取り上げられている。 ⑨ 

○ パラリンピックや難病の少年・車椅子の少女などの教材を取り上げ、インク

ルーシブ教育システムの充実・推進につなげることができるよう配慮されてい

る。 ⑫ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 別冊「中学生の道徳ノート」には、発達の段階に応じて、それぞれ異なる表

現で内容項目の解説をするよう工夫されている。 ① 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ 生徒が人間として生きることの素晴らしさを感じ取れるように、先人の伝記

や著名人・スポーツ選手等の人物教材が多数配置されている。 ③ 

○ 「社会参画・公共の精神」の内容項目に関する教材では、ボランティア活動

や裁判員制度などを題材として取り上げそれらの根底にある公共の精神の大切

さについても多面的、多角的に捉えることができるよう工夫されている。 ⑥ 

○ 生命の尊重に関する教材では、「希望と勇気 克己と強い意志」や「家族愛 家

庭生活の充実」など異なる内容項目の学習においても生命尊重との関わりで考

えられるように組み合わされている。 ⑦ 

○ 別冊「中学生の道徳ノート」には、グラフやアンケート結果・詩などの指導

者の展開・構想に応じて活用できる教材が配置されている。 ⑨ 

○ 情報機器によるコミュニケーション・情報モラルに関する教材を多く取り上

げ、様々な角度から考えられるよう工夫されている。 ⑪ 

○ 生徒が興味を持ち感動を覚える教材を数多く取り入れることにより、悩みや

葛藤などの心の揺れを感じ人間関係の理解が深められるよう工夫されている。

また、各教材に「考える・話し合う」を設け、授業者にとっては授業展開の手

助けを生徒にとっては自らが主体的・対話的で深い学びができるよう工夫され

ている。 ⑯ 

４ 外的要素 

に関する観点 
○ 文字の大きさ、さし絵、写真の大きさが適切で色づかいも見やすい。 ①②③ 

５ 構成・配列 

に関する観点 

○ 先哲の言葉や考えを手掛かりにできるようすべての教材の最後に格言・名言    

を配置するよう工夫されている。 ① 

６ 資料その他 

に関する観点 
○ 巻末資料が豊富に取り上げられている。 ① 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 大阪に関する教材があまり取り上げられていない。 ⑧ 

２ 教育基本法 ○ 特になし。 

３ 学習指導要領 

○ 教材ごとにある「学習の手がかり」では、ねらいがはっきりと示されている

ものもあり、多面的・多角的に考えることに配慮を要する。 ③⑧ 

○ 集団や社会との関わりに関する教材がやや少ない。 ⑥ 

４ 外的要素 ○ 教科書の判型がやや大きい。また、分厚くて重い。 ①② 

５ 構成・配列 ○ 特になし 

６ 資料その他 
○ 別冊「中学生の道徳ノート」は教材ごとの記入となっていないため、使い方に 

配慮を要する。 ① 

本年度の 
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道 徳 日科（日本教科書株式会社） 

総 評 

全学年教科書の巻頭に、生徒が年度を通じて「道徳科では何を考え学ぶのか」

についてのフローチャートが記されており、明確な目標を持って学習ができるよ

う工夫されている。また、巻末には生徒自身の心の成長と道徳の時間の振り返り

シートが掲載されており、反復して考えを深めることができるようになっている

とともに、心をどのように成長させるのかを生徒自身が考えることができるよう、

道徳の時間だけでなく、日常生活に意識を継続させるための工夫がされている。

一方、「いじめ」を直接的に表現する教材が少なく配慮を要する。 

特

に

優

れ

て

い

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

に基づく観点 

○ 大阪が舞台の教材だけでなく、他都道府県が舞台の教材も数多く扱うことで、

我が国全体に意識を広げることができるよう工夫されている。 ⑧ 

○ 「死」によって生命を考える教材が多く掲載される中、「生きること」をテー

マにした生命の教材が取り上げられている。また生徒の発達段階に応じた「生

命」の教材が３年を通じて取り上げられている。 ⑪ 

○ 性同一性障がい、視覚・聴覚障がい、パラリンピック等の教材が取り上げら

れ、インクルーシブ教育推進に配慮されている。 ⑫ 

２ 教育基本法 

に基づく観点 

○ 情報やコラムとしてのデータを豊富に掲載することで、深く考えるために必

要となる知識を獲得できるよう工夫されている。 ① 

○ 我が国や郷土についての伝統、文化に関する教材が取り上げられている。 ⑤ 

３ 学習指導要領 

に基づく観点 

○ 「いじめ」に関する教材ではあるが、直接的な内容で示すのではなく、多面

的・多角的な思考を促すように、他の価値との関連から考えられるよう工夫さ

れている。 ② 

○ １年では動物が、２年では植物が、３年では宇宙がそれぞれ題材にされてお

り、自然に対する畏敬の念を生徒の発達段階に応じて視野を広げて考えること

ができるよう工夫されている。 ⑦ 

○ ３年間を通じて SNS やインターネット等、生徒の発達段階に応じて幅を持た

せた情報モラルに関する教材が取り上げられている。 ⑪ 

４ 外的要素 

に関する観点 

○ 文字も大きく、行間も適当であり、教材を読みやすくするよう工夫されてい

る。 ①③ 

５ 構成・配列 

に関する観点 

○ 他教科との関連付けがしやすい教材が取り上げられており、教科横断的な思

考ができたり、道徳授業の目標の一つである、相互の関連を捉え直したり発展

させたりすることができるよう工夫されている。 ②④ 

○ 内容項目Ａ-(１)から順番に掲載されているため、指導計画に合わせて取り組

む際に使用しやすい。 ④ 

６ 資料その他 

に関する観点 

○ 製本が丁寧で、写真・イラストも豊富に使用され、生徒が親しみやすいよう

工夫されている。また、全学年 50 編程度の教材が掲載されており、授業者の指

導力や学校の実態（学校の重点目標の深化等）に合わせた選択への配慮がされ

ている。 ① 

特

に

工

夫

・

配

慮

を

要

す

る

点 

１ 大阪市教育行政

基本条例・大阪市

教育振興基本計画 

○ 社会通念の強い教材があり、自己の判断の能力の育成に配慮を要する。 ③ 

○ 大阪に関する教材があまり取り上げられていない。 ⑧ 

２ 教育基本法 ○ 特になし。 

３ 学習指導要領 

○ 「いじめ」を直接的に表現する教材が少ないため、授業者の力量によってい

じめの教材として扱えるかどうかの判断を要する。 ② 

○ 多様な価値観を考えさせる目的ではあるが、思考を深めるうえで配慮を要す

る。 ⑩ 

４ 外的要素 ○ 特になし。 

５ 構成・配列 
○ イラストだけで構成された、読みやすさに課題のある教材が取り上げられて 

いる。 ① 

６ 資料その他 
○ 道徳的諸価値について多面的・多角的に思考を深めることに配慮を要する。 

① 

        

大阪市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会 


